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　　74,539 人（－ 30）
男　37,039 人（－９）
女　37,500 人（－ 21）
世帯数　31,161 世帯（+35）
（　）内は前月との比較

市の人口と世帯【1/1 現在】

人口増減の内訳
出生 37　     転入  185
死亡 86 　    転出  166

▲ 1月 12 日に石岡市民会館で行われた成人式。令和最初の新成人は、1999 年 4月 2日から 2000 年 4月 1日生まれの若者たち



月
12
日
、
石
岡
市
民
会
館
で
、
令

和
に
な
っ
て
最
初
の
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
恩
師

や
友
人
た
ち
と
の
再
会
を
喜
ぶ
姿
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

「
変
化
の
激
し
い
時
代
だ
け
ど
、
未
来
は
今
の

一
歩
一
歩
の
積
み
重
ね
で
あ
る
こ
と
は
確
か
」

「
お
ご
ら
ず
、
し
か
し
責
任
感
を
も
っ
た
大
人

に
な
り
た
い
」

　
式
典
の
中
で
今
年
の
新
成
人
た
ち
が
語
る
言

葉
は
、
新
た
な
時
代
を
生
き
て
い
く
若
者
た
ち

の
不
安
、希
望
、そ
し
て
覚
悟
を
感
じ
ま
し
た
。

　
大
学
で
土
木
技
術
を
専
攻
す
る
実
行
委
員
の

鈴
木
万ま

お生
さ
ん
は
「
昨
年
は
台
風
15
号
、
19
号

の
被
害
を
受
け
た
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
私
た

ち
が
生
き
て
い
く
時
代
は
、
ま
す
ま
す
自
然
災

害
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
に
こ
そ
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感

謝
の
気
持
ち
を
も
ち
、
地
域
社
会
で
役
に
立
つ

人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
よ
り
よ
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
、
石
岡
市
を
、
社
会
を
共
に
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
新
た
な
門
出
に
幸
あ
れ
。

新たな時代を、切り開く若者たち
　  令和 2 年、石岡市の新成人は 771 人
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石岡市 FB

当日の式典
の写真は、
石岡市公式
facebook
ページから
見ることが
できます▼



「石岡市らしい景観」について学べます

筑波大学と石岡市の共同研究　　　　　　　　　　　　　   問都市計画課℡ 23‒5523

▶平成 29 年 4 月から、石岡らしい景観を守るため
に「石岡市住民参加型まちづくりファンド支援事業」
を実施しています。
　市民や企業からの寄附などを財源に、看板建築や
茅葺き民家など、石岡ならではの建物を保全しよう
とするものです。
　これまでに、フルーツライン沿い
のいちご園の直売所の改修などに活
用されました。制度について詳しく
は二次元コードまたはホームページ
をご確認ください。
問都市計画課　℡ 23‒5523

石岡市の景観を守る取り組み
「まちづくりファンド」

今年度も、石岡地区と八郷地区の 2 つに分けて調査を行いました。ぜひ、お越しください。

PICK UP

▶平成 27 年度から筑波大学と共同で、石岡らしい
景観を生かしたまちづくりを目指して、看板建築や
里山景観などに関する調査研究を実施しています。

〔八郷地区・里山景観〕
日にち：２月２日日 午前 10 時～午後 2 時

（報告会：午前 11 時～・午後 1 時～の 2 回）
場所：朝日里山学校 （柴内 630）  
※朝日里山そば祭りの会場で行います。駐車場は県
フラワーパークから 15 分間隔で出ているシャトル
バスをご利用ください。
研究担当：山本幸子准教授 

〔石岡地区・歴史的景観〕
日にち：３月１日日午前 10 時～午後 3 時

（報告会：午前 11 時～・午後 1 時～の 2 回）
場所：レンタルスタジオＳ （国府三丁目５－７、観
光施設まち蔵藍付近） 
研究担当：藤川昌樹教授・村上曉信教授

  茅葺き民家を研究拠点に /
　今年度、筑波大学では「茅葺民家を活用した地域
再生拠点づくり」プロジェクトとして、八郷地区小
屋の茅葺き民家の葺き替え作業を行いました。
　市内の茅葺き民家は、トオシモノと呼ばれる軒先
や、キリトビと呼ばれる屋根のグシの装飾が特徴的
で「筑波流」と呼ばれています。
　この茅葺民家は、筑波大学が地域再生の拠点とし
て活用するため改修され、来年度以降、地方ならで
はの豊かな暮らしを実現する地域をつくるための研
究拠点となる予定です。

筑波大学の研究拠点となる
茅葺民家のキリトビに書か
れた「水」の文字。手掛け
たのは常陸風土記の丘で働
く若手の茅手（茅葺職人）
の江戸達郎さんです。

▲まちづくりファンドを活用し改修したいちご園の直売所
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アートサイト八郷 2020 冬

▶武蔵野美術大学の学生とその OBOG を中心
に、茅葺き民家の木崎家とその付近の棚田で行
うアートイベントです。（2 月 28 日・29 日・３
月 1 日は同会場で地域おこし協力隊の活動報告会を
行っています。月曜定休）
期間：2 月 11 日火～３月 5 日木正午～午後 4 時
場所：上青柳 78 付近

（県フラワーパークから車で 5 分ほど）
問アートサイト八郷実行委員会 
　yasatogym@gmail.com

第 14 回いしおか雛巡り
▶昭和レトロな商店を巡ろう。
期間：2 月 15 日土～３月 3 日火
場所：石岡駅周辺中心市街地
問石岡商工会議所　℡ 22‒4181

中心市街地の
看板建築

里山＆歴史的景観の魅力×イベント



石岡市総合防災訓練に 1,019 人
命を守るリハーサル

で
は
３
年
に
一
度
︑
市
全
域
を
対
象
に

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　
総
合
防
災
訓
練
は
︑市
と
防
災
関
係
機
関︵
消

防
・
自
衛
隊
・
警
察
・
医
師
会
等
︶
及
び
地
域

住
民
が
連
携
し
︑
実
践
的
な
訓
練
を
行
う
こ
と

で
相
互
の
協
力
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
︑

市
民
の
防
災
に
関
す
る
理
解
と
意
識
の
高
揚
を

図
る
目
的
で
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　
今
年
度
は
11
月
24
日
に
本
庁
舎
駐
車
場
に
て

実
施
︒
雨
天
の
な
か
で
し
た
が
︑
１
０
１
９
人

と
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
有
意
義
な

訓
練
と
な
り
ま
し
た
︒

市
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▲ルートイン石岡と連携したハシゴ車による救出・救助訓練の様子

今
回
の
訓
練
で

　
　
初
め
て
の
取
り
組
み▲ドローンを使って撮影した当日の様子

▼
今
回
の
訓
練
で
は
︑新
た
に
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
被
害
状
況
調

査
︑ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
窓
口
設
置

訓
練
や
救
援
物
資
受
渡
訓
練

な
ど
を
取
り
入
れ
ま
し
た
︒

　
茨
城
大
学
航
空
技
術
研
究
会
の
協
力
に
よ

り
︑
本
庁
舎
上
空
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空

撮
を
行
い
ま
し
た
︒

　
ド
ロ
ー
ン
は
︑
大
規
模
災
害
時
に
人
が
立

ち
入
れ
な
い
現
場
な
ど
の
被
害
状
況
を
確
認

す
る
の
に
有
効
な
手
段
で
す
︒

被
害
状
況
調
査



■
訓
練
の
想
定

　
11
月
24
日
午
前
９
時
︑
茨
城
県

沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７・７
の
地
震
が
発
生
し
︑
石
岡

市
周
辺
で
は
震
度
６
強
を
観
測
︒

　
市
内
で
は
︑
土
砂
災
害
が
発
生

し
︑
市
内
各
所
に
多
数
の
避
難
者

が
発
生
し
た
︒

■
参
加
者
の
声

・
降
雨
で
も
実
施
し
た
こ
と
が
よ

か
っ
た
︒　
　
　
︵
60
代
男
性
︶

・
子
ど
も
た
ち
が
体
験
で
き
て
勉

強
に
な
っ
た
︒　
︵
30
代
女
性
︶

・
今
後
も
継
続
し
て
訓
練
を
実
施

し
て
ほ
し
い
︒  (

70
代
男
性)

1
陸
上
自
衛
隊
勝
田
駐
屯
地
・
石

岡
警
察
署
・
石
岡
消
防
本
部
に
よ

る
土
砂
か
ら
の
人
命
救
出
訓
練

2
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
カ
レ
ー
の

炊
出
訓
練

3
約
１
０
０
人
の
住
民・外
国
人・

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
訓
練

4
石
岡
市
医
師
会・歯
科
医
師
会・

薬
剤
師
会
・
保
健
師
・
看
護
学
生

な
ど
に
よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

※
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
︑
一
人
で
も

多
く
の
傷
病
者
に
対
し
て
最
善
の

治
療
を
行
う
た
め
︑
傷
病
者
の
緊

急
度
に
応
じ
て
︑
搬
送
や
治
療
の

優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
で
す
︒

1
4

2

3
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▲文京区の起震車

防
災
ラ
リ
ー

よい子のみんな
　来てくれて
＼ありがとう／

　
こ
れ
か
ら
の
石

岡
を
担
う
小
中
学

生
に
も
防
災
に
つ

い
て
理
解
し
︑
活

動
で
き
る
よ
う
防

災
ラ
リ
ー
や
イ
バ

ラ
イ
ガ
ー
の
出
演

な
ど
を
通
し
啓
発

し
ま
し
た
︒

　

相
互
応
援
協

定
先
で
あ
る
東

京
都
文
京
区
と

起
震
車
体
験
・
救

援
物
資
受
渡
訓

練
な
ど
の
実
施

を
︑
宮
城
県
多
賀

城
市
と
通
信
訓

練
を
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
︑
連
携

強
化
を
図
り
ま
し
た
︒　

　

起
震
車
で
震
度
７

を
体
験
し
た
参
加
者
は

﹁
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
激
し
い
揺
れ
で
驚

い
た
﹂
と
話
し
ま
し
た
︒

文
京
区
・
多

賀
城
市
と
の

共
同
訓
練



ま ち の 話 題
ゴールボールの山口凌

り ょ う が

河選手が、関川小で講演会
児童 34 人に伝える、視力を失って得たパラリンピックへの夢

12
   18

　今年度、関川小学校と府中中学校は「オ
リンピック・パラリンピック教育推進校」
に指定され、関川小では、パラリンピック
の正式競技「ゴールボール」の山口凌河選
手（取手市出身）を招き、講演会が行われ
ました。
　山口さんは中学 2 年生の終わりに目の難
病「レーベル病」を発病。2.0 あった視力を
失い、わずかに人影や光を認識できる程度
に。進学した県立盲学校でゴールボールに
出会い、2017 年男子ゴールボール日本代表
強化指定選手に選出され、東洋大学を卒業
後、現在は関彰商事株式会社に勤務し、県
内小中高校などで自分の経験とゴールボー
ルの魅力を伝える活動をしています。
　「ゴールボールを通して、色んな場所に
行き、多くの人と出会い、パラリンピック
出場という夢ができました」と山口さん。
　講演会を聞いた 6 年生の齋藤保則さんは

「想像以上にボールが重く、スピードは迫
力があった。山口選手の姿をみて、苦しい
ことがあっても、挑戦していくことは大切
だと感じた。パラリンピックの試合を見る
のが楽しみになった」と話しました。

ゴールボールは、アイシェードという光も入らないゴーグルをつけて
1 チーム 3 人で行う球技です。コートの大きさは、バレーボールと同
じ。両サイドにはサッカーゴールと似たゴールがあり、鈴の入ったバ
スケットボール大のゴム製のボールを転がし、点を奪い合います。

高校生たちのチャレンジ
石岡二高 SATUKI CAFE

　
石
岡
二
高
の
２
年
生
10
人
が
、
12

月
21
日
、
22
日
に
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ｉ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

場
所
は
駅
前
の
石
岡
カ
フ
ェ
の
店
舗

跡
。
こ
れ
は
茨
城
県
の
生
涯
学
習
課

が
主
催
す
る
「
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ド

リ
ー
ム
・
パ
ス
事
業
」
の
支
援
を
受

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
に
は
石
岡
二
高
の
生
活

デ
ザ
イ
ン
科
に
代
々
伝
わ
る
伝
統
の

レ
シ
ピ
で
作
っ
た
バ
タ
ー
風
味
豊
か

な
マ
ド
レ
ー
ヌ
な
ど
。
企
画
し
た
小

髙
朗
俊
さ
ん
（
２
年
）
は
「
自
分
た

ち
が
暮
ら
し
、
学
ぶ
場
所
を
活
気
づ

け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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第 60 回
石岡市美術展に 817 人

　
12
月
１
日
～
19
日
、
八
郷
総
合
支

所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
の
郷
の
風

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
文
化

芸
術
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
「
第

60
回
石
岡
市
美
術
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
彫
刻
・
工
芸
美
術
・
書
・
日

本
画
・
洋
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
写
真
に

１
６
８
人
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示

し
ま
し
た
。
42
点
の
受
賞
作
品
を
石

岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
石
岡
市
出
身
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ

ザ
イ
ナ
ー
須
藤
玲
子
さ
ん
と
陶
芸
家

の
浦
口
雅
行
さ
ん
の
作
品
も
特
別
展

示
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。
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「もったいない いちご」を
使っていちご絵ハガキ作り

　
石
岡
市
と
共
同
で
「
歴
史
的
景
観

及
び
里
山
景
観
調
査
研
究
」
を
行
う

筑
波
大
学
で
は
、
地
域
の
産
業
か
ら

生
ま
れ
る
景
観
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
、
地
元
い
ち
ご
園
で

余
っ
て
し
ま
っ
た
「
も
っ
た
い
な
い

い
ち
ご
」
を
活
用
し
、
小
幡
小
学
校

で
「
八
郷
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
（
10
月
16
日
に
は

小
桜
小
で
も
実
施
）。

　
こ
れ
は
い
ち
ご
を
搾
っ
て
絵
具
を

作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に
「
い
ち
ご

絵
ハ
ガ
キ
」を
作
る
と
い
う
も
の
で
、

甘
い
香
り
の
絵
具
に
児
童
た
ち
も
大

喜
び
。素
敵
な
作
品
が
で
き
ま
し
た
。

民生委員の活動を知って。
3 年目のキャンペーン

　
東
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
川
田
豊
会
長
）
は
、
民
生
委

員
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

ウ
ェ
ル
サ
イ
ト
石
岡
で
活
動
周
知

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
、
今
回
で
３
年
目
に
な
り

ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
の
見
守
り
や

行
政
の
支
援
の
つ
な
ぎ
役
を
担
っ
て

い
て
各
地
区
に
い
ま
す
。
３
年
ご
と

に
改
選
さ
れ
、
昨
年
12
月
に
一
斉
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
の
民

生
委
員
は
10
・
11
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
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濱田亮
あ き の ぶ

信くんアイデア貯金箱
コンクール文部科学大臣賞

　
全
国
の
約
半
数
の
小
学
校
が
応
募

し
て
い
る
第
44
回
ゆ
う
ち
ょ
ア
イ
デ

ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
濱
田
亮

信
く
ん
（
府
中
小
３
年
）
が
最
高
賞

と
な
る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
作
品
は
紙
粘
土
と
段
ボ
ー

ル
を
使
い
、
ハ
チ
の
巣
に
見
立
て
た

も
の
。「
家
に
で
き
た
ハ
チ
の
巣
を

駆
除
し
て
も
ら
っ
た
と
き
に
見
せ
て

も
ら
っ
た
ハ
チ
の
巣
の
形
が
お
も
し

ろ
か
っ
た
の
で
思
い
つ
き
ま
し
た
。

難
し
か
っ
た
の
は
ハ
チ
の
巣
感
を
出

す
の
に
段
ボ
ー
ル
を
ま
く
バ
ラ
ン

ス
。」
濱
田
く
ん
の
貯
金
箱
は
全
国

の
イ
オ
ン
等
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

12
   18

初開催スポーツフェスティ
バルで珍しいスポーツ体験

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
主
催
の
「
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
石
岡

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
は
、
仕
事
の
傍
ら
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
発
展
の
た
め
に
活
動
す
る

人
た
ち
の
こ
と
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
輪
投
げ
の
ほ
か

ペ
タ
ン
ク
な
ど
の
珍
し
い
ス
ポ
ー
ツ

も
家
族
で
気
軽
に
体
験
で
き
ま
す
。

大
き
な
楕
円
形
の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル

を
使
う
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
体

験
し
た
参
加
者
は
「
難
し
か
っ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
や
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

11
   24
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旭日小綬章
川又 猛

たけし

氏
（元茨城司法書士会長）

旭日小綬章
久保田 健

けんいちろう

一郎氏
（元石岡市長）

瑞宝単光章
川島 容

よ う こ

子氏
（元筑波大病院部医
事課栄養管理室長）

瑞宝双光章
小吹 庄

しょういちろう

一郎氏
（元海自下総航空

基地隊副長）

瑞宝双光章
平野 実

みのる

氏
（元３等空佐）

瑞宝単光章
小見 博

ひろし

氏
（元県警部）

瑞宝双光章
瀧田 好

よしみ

氏
（元国土地理院測

図部管理課長）

瑞宝双光章
小松 哲

て つ お

男氏
（元つくば市立菅

間小校長）

旭
きょくじつしょう

日章：国家または公共に対し功労の
あった方で、顕著な功績を挙げた方
瑞
ずいほうしょう

宝章：国家または公共に対し功労
のあった方で、公務などに長年にわ
たり従事し成績を挙げた方

※令和元年 12 月末時点で授与され
た方をご紹介しています。（順不同）

危険業務従事者叙勲 ----------------------

秋の叙勲 --------------------------------------------------------------------------------------------------------

高齢者叙勲 -------

叙勲・褒章 受章おめでとうございます
令和元年秋の叙勲等で、石岡市からは次の方々が
永年の功績により、晴れの栄誉に輝きました。

教育委員会教育長
児島 裕治氏

教育委員会委員
真家 隆史氏

公平委員会委員
磯山 祐一氏（再任）

教育委員会教育長・委員、
　　　　　　　　公平委員会委員が決定
　第４回市議会定例会で石岡市教育委員会教育
長に児島裕治氏を、教育委員会委員に真家隆史
氏を任命する人事案件の同意を得て、それぞれ
任命しました。
　任期は、令和元年 12 月 20 日から児島氏が 1 年

間（残任期間）、真家氏が４年間です。
　また同議会において、石岡市及び事務組合公平
委員会委員（公平委員会委員）に磯山祐一氏を選
任する人事案件の同意を得て、任命しました。
　任期は令和元年 12 月 20 日から４年間です。
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消
費
税
の
申
告
を
す
る
人
へ

　
消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成

す
る
に
は
︑
令
和
元
年
10
月
１
日

以
降
の
売
上
げ
や
仕
入
れ
等
を
税

率
︵
軽
減
税
率
８
％
・
標
準
税
率

10
％
︶
ご
と
に
区
分
し
て
記
帳
す

る
な
ど
の
経
理
︵
区
分
経
理
︶
を

行
っ
た
帳
簿
が
必
要
で
す
︒

　
ま
た
︑
令
和
元
年
分
か
ら
︑
消

費
税
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
に

は
︑
区
分
経
理
を
行
っ
た
帳
簿
に

基
づ
き﹁
課
税
取
引
金
額
計
算
表
﹂

の
作
成
が
必
要
で
す
︒

　
な
お
︑
消
費
税
の
仕
入
税
額
控

除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
︑

区
分
経
理
に
対
応
し
た
帳
簿
や
受

け
取
っ
た
請
求
書
な
ど
の
書
類
を

保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
人
へ

医
療
費
通
知
を
医
療
費
控
除
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒ 

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
︑

医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
︑
医
療

費
控
除
の
明
細
書
の
代
わ
り
に
︑

医
療
費
通
知
の
原
本
を
添
付
す
る

こ
と
で
︑
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　
医
療
費
通
知
は
健
康
保
険
の
保

険
者
︵
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

を
運
営
し
て
い
る
団
体
︶
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
︒

　
な
お
︑
利
用
で
き
る
医
療
費
通

知
は
次
の
項
目
が
﹁
す
べ
て
﹂
記

載
し
て
あ
る
も
の
の
み
と
な
り
ま

す
︒
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

・
被
保
険
者
︵
ま
た
は
そ
の
被
扶

養
者
︶
の
氏
名 

・
療
養
を
受
け
た
年
月

・
療
養
を
受
け
た
人
の
氏
名

・
療
養
を
受
け
た
病
院
︑診
療
所
︑

薬
局
等
の
名
称

・
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶
養
者
が

支
払
っ
た
医
療
費
の
額

・
保
険
者
の
名
称 

※
医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
療
養
分
の
医
療
費
控
除
を
す

る
場
合
に
は
︑
医
療
費
控
除
の
明

細
書
の
記
入
お
よ
び
添
付
︑
ま
た

５
年
間
の
領
収
書
保
存
が
必
要
と

な
り
ま
す
︒

　
詳
し
く
は
土
浦
税
務
署
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

問
土
浦
税
務
署

　
℡
０
２
９・８
２
２・１
１
０
０

︻
土
浦
税
務
署
か
ら
重
要
な
お
知
ら
せ
︼

確定申告・住民税申告相談
石岡会場が市役所本庁舎に変わります

問1税務課（市民税担当）℡ 23-5584
※申告期間中の電話による申告相談は
行っておりません

石岡会場で申告相談を受けるにあたって
①開庁～午前 8時までは、図１のように申告会場
前に並んでお待ちください。
②午前 8時以降（①の並びが解消された際）は、
申告会場（図２）の受付名簿に氏名等を記入し、
待合スペースでお待ちください。職員が申告書
類の確認をしますので、申告する書類は事前に
まとめてお持ちください。
※自主申告の人は、図２の自主申告箱に投函後、
名簿に氏名等を記入してください。
※受付名簿の番号が申告相談の順番ですが、申告
内容によっては順番が前後します。

申告期間と相談時間
2 月 17 日月～ 3月 16 日月の平日
※ 2月 24 日　のみ休日相談実施
午前の部：午前 8時 45 分～正午
午後の部：午後 1時～ 5時 15 分
受付時間（石岡・八郷会場共通）
午前 8時～午後 4時
※午前の部は80人程度で締切ります（早めに締切る
場合もあります）。午前中に午後の部の受付も可。
申告会場
①石岡市役所本庁舎 1階メロディアスホール
②八郷総合支所 1階 103 会議室

祝

カフェ 相談室

101
会議室

102
会議室
103
会議室

消費生活
センター

法務局
証明サービス

申告会場
（メロディアスホール）

※詳細は図 2

エントランスホール

お待ちください
このように並んで

本庁舎正面玄関

駐車場

常陽銀行

カフェ 相談室

101
会議室

102
会議室
103
会議室

消費生活
センター

法務局
証明サービス

受付名簿

待合スペース

2階待合室へ
（階段・エレベーター）

常陽銀行

自
主
申
告
箱

申
告
相
談
場
所

図１ 図２（申告会場拡大図）
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情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

問1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　  ※料金の記載のないものは無料。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）  広報いしおか 2 月 1 日号　№３４４ 　 １０ 　　　　　　

▶昨年 12 月１日に民生委員・児童委員が改選され、
149 人が厚生労働大臣より民生委員・児童委員
として委嘱されました。任期は令和 4 年 11 月
30 日までです。

民生委員・児童委員とは
　民生委員・児童委員は、法律により厚生労働大
臣から委嘱された無報酬のボランティアです。全
国共通の制度として、全国で約 23 万人が活動し
ています。担当する地域に暮らす身近な相談相手
として、住民からの生活上の心配ごとや困りごと、

医療や介護、子育ての不安などの相談に応じてい
ます。そしてその解決ができるよう、必要な支援
への「つなぎ役」になります。
　主任児童委員は、子どもや子育てに関する支援
を専門に担当しています。

▶名前が「※」のみの地区、それぞれの住所、電
話番号は下記にお問い合わせください。

問1社会福祉課　 ℡ 23-5569

民生委員・児童委員が決まりました

民生・児童委員と担当地区（東地区）
幕内 健 山王台
池田 弘 山王台・大和町・東町・泉町の各一部
峰島 立春 東町・大和町の各一部
山口 信子 大和町・東町・東ノ辻の各一部
小野 登代子 東ノ辻
金子 好夫 八軒台
松金 美土里 東石岡一丁目
藤井 正己 東石岡二丁目
吉田 克子 東石岡三丁目

※ 東石岡四丁目
橋本 定廣 東石岡五丁目 1~3・6・７番
国谷 治夫 東石岡五丁目 4・5 番

※ 東光台一丁目
原 寛樹 東光台二丁目
鈴木 伊津子 東光台三丁目
川岸 みち子 東光台四丁目

※ 東光台五丁目
須田 茂博 旭台一丁目
萩谷 好信 旭台二丁目
小松﨑 政子 旭台三丁目 1~8 番
酒井 惠子 旭台三丁目 9~23 番
須田 早百合 南台一丁目 1~17 番
吉川 安延 南台一丁目 18~38 番
川田 豊 南台二丁目・大谷津

笠倉 好子 南台三丁目
1~11・13・14・17~19・21 番

中村 伸子 南台三丁目
12・15・16・20・22~34 番

和田 清美 南台四丁目

田上 シズ子 東大橋（下坪・寺染・塚・香取・上親和・
曲松）

飯田 幸夫 東大橋（物見塚・八軒・深久保）
小幡 雄一 東田中前原
長谷川 泉 小井戸
主任児童委員（東地区）
永原 資史

石岡中学校区岡野 美智子

民生・児童委員と担当地区（府中地区）
塚田 清子 杉並一丁目・杉の井

※ 杉並二丁目・三丁目・四丁目
福田 由美子 泉町 9 部・10 部・11 部の各一部（府

中中学校区）
末永 宏子 泉町 8 部・9 部の一部（府中中学校区）
中野 好二 泉町 11 部の一部・水久保・東ノ辻の一

部（府中中学校区）
内田 美津江 泉町 7 部・雇用促進団地

※ 府中三丁目 2・3 番の各一部 8~11 番・
五丁目 1~4 番（府中中学校区）

上田 昭次 府中三丁目 6 番（府中中学校区）・7 番・
四丁目

内田 栄市 府中五丁目 5~17 番
平山 敞一 北府中一丁目

※ 北府中二丁目
※ 北府中三丁目

飯樋 武彰 若松一丁目 1~9 番・若宮三丁目 3 番の一
部

岩田 光子 若松一丁目 10 ～ 14 番・三丁目 1~3・
4 番の一部・5・6 番の一部

大関 とも子 若松二丁目 2~8 番・13~15 番
冨田 敏明 若松二丁目 1・9~12 番
永盛 武子 若松三丁目 4・6 番の各一部・7~12 番
小貫 三佐子 若宮一丁目 3 番の一部・9 番・二丁目

1 番の一部・三丁目 2・3 番の一部
※ 若宮四丁目（府中中学校区）

髙野 芳枝 鹿の子一丁目
柘植 よね子 鹿の子二丁目 1・9~16 番・四丁目
幕内 薫哉 鹿の子二丁目 2~8 番・三丁目 1~5 番
矢口 輝行 谷向町・柏原工業団地

※ 大砂・大砂南住宅・柏原町
矢口 栄一 村上・並木
田崎 良峰 半ノ木・栄松・碁石沢
色川 愛子 根当・池の台住宅
佐藤 たか 正上内
金子 隆二 行里川・荒金
古木 悦子 東府中・行里川の一部
主任児童委員（府中地区）
三輪 統子

府中中学校区樫村 康司
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民生・児童委員と担当地区（城南地区）
中田 常男 高浜西
須田 富子 高浜東
海老坪 正子 東田中（旧城南中学校区）
大塚 正男 中津川・北根本

原田 通弘 長見寿・今泉・新生・後久保・
城構内

中島 初巳 古道・諸士久保・吹上
柴田 惠子 水内・大原
佐々木 芳子 正月平・大塚・八幡

浅野 孝 御前山・羽成子・坂井戸

小坂部 道江 台石川・仲丸
森田 隆一 下石川・坂井戸

※ 井関・代田
坂本 國光 八木・仲郷
矢満田 昭子 茨城二丁目 5~26 番

川又 猛
茨城一丁目（旧城南中学校
区）・二丁目1~4番・三丁目2・
3 番

齋藤 典子 茨城三丁目 4~18 番・田崎

主任児童委員（城南地区）
田端 悦子 城南中学校区吉田 矩子

民生・児童委員と担当地区（国府地区）
小貫 広子 府中一丁目 4・5・10 番の一部・二丁目 1 番
川村 良一 府中一丁目 1~3・6・7 番
小糸 一郎 府中一丁目 8・9・10 番の一部・三丁目 1~6 番（国

府中学校区）
東 汐美 府中二丁目 2・3・4 番の一部・若宮三丁目 1 番
中島 正二 府中二丁目 4 番の一部・5~8 番・国府三丁目 2 番の一部
小島 栄太郎 若宮一丁目 1・4~8 番
清水 満 若宮一丁目 2・3 番の一部・二丁目・四丁目（各国府

中学校区）
※ 国府一丁目 2~6 番の各一部・二丁目 1・4 番の各一部

平田 壽一 国府一丁目 4・5・6 番の各一部・二丁目 4 番の一部
小林 眞二 国府二丁目 1 番の一部・2・3・5 番
山本 経則 国府三丁目 1・2 番の一部・3~5 番
小島 剛博 国府四丁目
成井 貞夫 国府五丁目
曽根田 隆光 国府六丁目・総社二丁目 1 番
谷島 朋子 国府七丁目
桜井 真弓 総社一丁目 1~6 番
蛯澤 保朋 総社一丁目 7~13 番・二丁目 11 番
林 君子 総社二丁目 2~10 番
山本 孝行 貝地一丁目・田島一丁目・二丁目
永田 弘見 茨城一丁目・三丁目 1 番（国府中学校区）
菱沼 克裕 貝地二丁目
長谷川 和夫 染谷
主任児童委員（国府地区）
金山 浩子 国府中学校区小貫 信之

民生・児童委員と担当地区（八郷地区 ①）
土田 啓子 寺田・旭町
小池 正充 上宿・西町
萩原 光子 荒宿・新地
佐藤 眞一 フラワーヒル
茂垣 文代 仲町・新宿
井野 万里子 北町・内宿
関田 惠子 下宿

※ 舘・研究所
小松﨑 和男 八重・長堀・高友
飯田 清子 金指・片野
小林 敏夫 須釜・石沢・原押越
木﨑 　美 上青柳・下青柳・加生野
中根 俊夫 湯袋・一之沢・細内・香取
富田 誠 十三塚・里・稲子
櫻井 幸雄 細谷・下宿・横町
飯田 龍介 上宿・中宿・堀之内
野村 文男 龍明・鯨岡・小山田
相澤 卓 小屋・上山
杉田 吉行 上曽・山居上寺
臼井 明 北之内・新田
鈴木 徳松 小倉・瓜谷・北郷
飯岡 忠 小久保・辻・上根
藤岡 秀康 太田
髙野 百合子 小見
大図 吉明 中戸
町田 智子 大塚
鈴木 裕司 本町・上宿・古館・金ヶ沢
海野 雅明 板敷・北浦・荒宿

民生・児童委員と担当地区（八郷地区 ②）
石田 二郎 部原・下宿・両桁山寺
安　 忠直 宇治会・弓張・西畑・村子
小河原 正久 野田・佐久・下三郷・寺下
小河原 治己 上宿・石野・小塙
白田 正明 柴間・宿山崎
　田 ハル子 パセオパルケ
幡屋 明 東山崎・南山崎・園西
本多 一夫 真家宿・郷中・白幡・園中
石井 しげ 宮ヶ崎・張間・竹之内・新谷・富士ハ

イランド
田中 安一 山根・真家・小堀・上郷
仲野谷 幸子 鶴沼・永沼・塚原・長原
池田 俊一 向原・陣場

※ 西久保・西原・上中下坪
渡辺 信寛 東宝ランド
島田 浩美 嘉良寿理・片岡・下林（里区）
関口 幸雄 根小屋
磯山 和良 浦須・前島・上林
冨田 惠美子 下林区・飯塚区

※ 戸の内 1 区・2 区・大関
島田 　子 半田
山中 節子 川又
菱沼 三郎 月岡・青田
萩原 令子 弓弦・柴内・辻
大貫 一之 菖蒲沢・小野越・仏生寺・中山

※ 戸の内 3 区・あざみ区
主任児童委員（八郷地区）
藤代 晃 八郷地区櫻井 美恵子
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映画 「ピア～まちをつなぐもの～」

幸せな最期とは？在宅ケアについて考える
▶若き訪問診療医と仲間たちが悩みながら
も懸命に在宅ケアという大きな壁に取り組
んでいく―。在宅医療に関わる医師を中心
に現場取材・情報収集を重ねて書き下ろし
たオリジナルストーリー。
　上映会後には映画の感想を共有したり、
在宅ケアの相談等ができる会場を用意して
います。（生涯現役プラチナポイント事業対象） 

日時：2 月 29 日土
午後 1 時から受付開始、1 時 30 分開演 
場所：ふれあいの里石岡ひまわりの館 
対象：在宅医療に関心のある人
定員：300 人（定員を超えたら抽選）
申込方法： 2 月 17 日月までに直接または
電話で申し込み。
問地域包括支援センター　℡ 35-1127

最期まで自分らしく、穏やかに生きたい

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
結ゆ

い

▼
今
回
は
脳
ト
レ
と
リ
ズ
ム
体

操
。
専
門
職
が
介
護
相
談
に

対
応
。（
申
込
不
要
）

日
時
／
２
月
18
日
火
午
前
10
時
～

11
時
30
分 

場
所
／
里
山
カ
フ
ェ
ゆ
い
て
ら
す

（
支
所
２
階 

）

も
の
忘
れ(

認
知
症)

相
談
会

▼
精
神
保
健
福
祉

士
が
対
応
し
ま

す
（
予
約
）。
訪

問
で
の
相
談
も
可
。

日
時
／
２
月
12
日
・
３
月
11
日
・

25
日
水
午
後
１
時
30
分
～
４
時

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
35
・
１
１
２
７

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
・
メ
ソ
ッ
ド

▼
自
律
神
経
を
整
え
、
疲
れ
に
く

い
身
体
を
作
り
ま
す
。

日
時
／
２
月
20
日
・
27
日
、
３
月

５
日・12
日・19
日・26
日
（
木・

全
６
回
）
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分  

講
師
／
鴻
田
良
枝
氏　
定
員
／
25
人

大
人
の
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

▼
年
配
者
で
も
楽
し
め
る
リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
教
室
で
す
。

日
時
／
２
月
28
日
金
・
３
月
４

日
水
・
６
日
金
・
13
日
金
・

18
日
水
・
27
日
金
（
全
６
回
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

講
師
／
木
村
幸
子
氏　
定
員
／
30
人

身
体
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室 

▼
競
技
エ
ア
ロ
要
素
を
取
り
入

れ
、
体
幹
を
磨
き
ま
す
。

日
時
／
３
月
１
日
日
・
８
日
日
・

21
日
土 

（
全
３
回
） 

午
前
10
時

～
11
時
45
分 

講
師
／
佐
藤
直
子
氏　
定
員
／
30
人

対
象
／
30
～
50
代
の
元
気
な
男
女

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

▼
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
心
地
よ
い
運
動

強
度
に
し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

激
し
い
運
動
が
不
安
な
人
に

お
す
す
め
。

日
時 

／
３
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
・
31
日 

（
火
・
全
５
回
） 

午
後
２
時
～
３
時 

講
師
／
戸
田
州
子
氏　
定
員
／
30
人

---------------------------------

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

申
込
期
間
／
２
月
４
日
火
～
14
日
金

　
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

※
月
曜
休
館
。定
員
を
超
え
た
ら
抽
選
。

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り

の
館　
℡
35
・
１
１
２
６

▼
皇
居
東
御
苑
、 

築
地
場
外
市

場
、
新
国
立
競
技
場
（
車
中
）

な
ど
を
巡
り
ま
す
。

日
時
／
３
月
４
日
水
午
前
７
時
集
合

集
合
場
所
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト

広
場

定
員
／
28
人 

（
定
員
を
超
え
た
ら

抽
選
で
当
選
者
の
み
に
通
知
）

申
込
締
切
／
２
月
12
日
水

参
加
資
格
／
市
内
在
住
在
勤
の
20

歳
以
上
。徒
歩
で
６
㎞
歩
け
る
人

参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
昼
食
代

含
ま
ず
、
自
己
都
合
キ
ャ
ン

セ
ル
は
返
金
不
可
） 

問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
石
岡  

２
１
４
９
‐
３
）℡
24
・
０
３
２
２

▼
地
域
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
民
生
委
員
制
度

の
お
話
で
す
。（
申
込
不
要
）

日
時
／
２
月
24
日
月（
休
日
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

講
師
／
竹
内
昌
信
氏
（
県
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
）

問
1
社
会
福
祉
課

　
℡
23
・
５
５
６
９

大
人
向
け

ひ
ま
わ
り
の
館
講
座

募　集

認
知
症
を
知
る

　
カ
フ
ェ
＆
相
談
会

募　集

地
域
福
祉
講
演
会

「
民
生
委
員

１
０
０
年
の
今
昔
」

募　集

早
春

東
京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

募　集

入場無料！

笑って泣けて、前向きになれる感動作

認
知
症
▶

チ
ェ
ッ
ク

サ
イ
ト
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▶明圚寺を目指
してのんびりサ
イクリング、馬
滝を見ながら山
口山へゆっくり
ハイキング。ど
ちらも楽しめる
のがハイクリン
グです。筑波山 

や霞ヶ浦を一望で
き、晴れて澄んだ日には富士山も
望める山頂で昼食です。

日にち：３月８日日（雨天中止）
コース：柏原池公園駐車場→サイ
クリング→明圚寺→ハイキング→
山口山（昼食） →ハイキング→明
圚寺→サイクリング→柏原池公園
駐車場
参加費：1,500 円（レンタサイクル
する場合は＋ 1,500 円）
定員：50 人（先着順）

問1政策企画課　℡ 23‒7277

１
時
10
分
：
さ
く
ら
ん
ぼ
Ｇ
（
舞

踊
）・
午
後
１
時
55
分
：
石
岡
混

声
合
唱
団
（
合
唱
） ・
午
後
２
時
30

分
：
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
（
フ
ラ
ダ
ン

ス
） ・
午
前
10
時
～
午
後
３
時
：
ス

ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢・囲
碁・

将
棋
体
験
（
23
日
は
午
後
３
時
ま

で
。２
月
25
日
火
26
日
水
振
替
休
館
）

問
国
府
地
区
公
民
館 

　
℡
22
・
２
９
４
０

▼
園
児
が
作
っ
た
か
わ
い
ら
し
い

お
雛
様
や
、
ち
り
め
ん
や
和
紙

の
美
し
い
お
雛
様
の
展
示
で
す
。

期
間
／
２
月
13
日
木
～
３
月
１
日
日

場
所
／
中
央
公
民
館

こ
ど
も
ひ
な
ま
つ
り
10
周
年
記
念

３
月
１
日
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

午
前
９
時
～
10
時
：
歌
う
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

M
IHARU

の
シ
ョ
ー
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
、
八
郷
中
吹
奏
楽
部
演
奏

午
前
10
時
～
午
後
１
時
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
：
腹
話
術
・
八
郷
中
科

学
部
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
・
凧
・

折
り
紙
体
験
（
参
加
者
に
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
カ
レ
ー
な

ど
販
売
予
定
）

※
２
月
20
・
27
日
木
は
折
り
紙
・

ち
り
め
ん
細
工
の
体
験
会
（
要

予
約
）。
16
日
日
は
野
だ
て
と

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
津
軽

三
味
線
べ
ん
べ
ん
兄
弟
他
）

は
午
後
２
時
か
ら
。

問
柿
岡
地
区
公
民
館
（
恒
広
）

℡
０
９
０・４
１
２
１・８
５
６
０

▼
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

ジ
オ
ガ
イ
ド
の
案
内
の
も
と
、

風
土
記
の
丘
と
波
付
岩
を
散

策
。
石
岡
の
あ
け
ぼ
の
の
地

を
巡
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
３
月
７
日
土
午
前
９
時
～

午
後
０
時
30
分

参
加
費
／
３
０
０
円 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
２
月
３
日
月
～
21
日
金

問
1
観
光
課 

℡
23
・
７
７
４
１ 

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

早春の八郷路を走ろう！
　　歩こう！ハイクリング

参加者募集

２
月
22
日
土
午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
演
会 

郷
土
の
歴
史
と
ま
ち
づ
く
り

講
師
／
千
葉
隆
司
氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ふ
る
さ
と
学
習
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　
石
岡
の
ま
ち
づ
く
り

パ
ネ
ラ
ー
／
須
加
野
征
博
氏
（
石

岡
市
教
育
委
員
会
）・
平
井
純
子
氏

（
石
岡
市
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
）・
本
図
一
衛
氏
（
や
さ
と
す
て

き
旅
案
内
人
の
会
） 

※
小
中
学
生
の
ふ
る
さ
と
学
習
の

パ
ネ
ル
展
示
も
あ
り
ま
す
。

午
前
11
時
40
分
：
国
府
太
極
拳（
太

極
拳
） ・
午
後
１
時
：
大
正
琴
同

好
会
（
大
正
琴
） ・
午
後
１
時
35

分
：
カ
ン
タ
ー
レ
ひ
ば
り
（
オ
カ

リ
ナ
） ・
午
後
２
時
10
分
：
天
毬
の

会
（
舞
踊
） ・
午
後
２
時
45
分
：
練

功
十
八
法
同
好
会
（
健
身
気
孔
）

２
月
23
日
日
午
前
９
時
30
分
： 

SHO-HEY&SAKURA

ク
ラ
ス 

（
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
）  

午
前
10
時
５
分
：
楽
し
い
コ
ー
ラ
ス
・

午
前
10
時
40
分
：
ハ
ー
モ
ニ
カ
同

好
会
・
午
前
11
時
15
分
：
ハ
ッ

ピ
ー
ベ
ル
・
午
前
11
時
50
分
：
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
同
好
会
・
午
後

石
岡 

あ
け
ぼ
の
の
地

龍
神
山
ジ
オ
ツ
ア
ー

募　集

第
15
回

　
柿
岡
の
雛
ま
つ
り

イベント

申し込みは２月 28 日金
まで。こちらから▶

  
国
府
地
区

　
  

公
民
館
ま
つ
り 

イベント

▲馬滝　　　　　 
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▼
最
短
通
勤
距
離
２
㎞
以
上
で
通

勤
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
令
和
３

年
３
月
31
日（
面
接
３
月
予
定
）

申
込
方
法
／
本
人
が
直
接
ま
た
は

郵
送
で
市
指
定
の
履
歴
書
を

提
出

※
雇
用
は
予
算
の
成
立
が
条
件
で
す
。

----------------------------------------

児
童
セ
ン
タ
ー
職
員

業
務
内
容
／
幼
児
親
子
の
対
応
、

児
童
へ
の
利
用
指
導
な
ど 

報
酬
／
時
給
１
１
１
９
円

勤
務
場
所
／
市
立
児
童
セ
ン
タ
ー

（
旭
台
３
‐
９
‐
21
） 

勤
務
日
時
／
毎
週
土
曜
日
午
前
10

時
～
午
後
４
時 （
休
憩
１
時
間
）

必
要
資
格
／
保
育
士・幼
稚
園
教
諭

申
込
期
間
／
２
月
３
日
月
～
28
日
金 

児
童
セ
ン
タ
ー
・

学
校
で
働
き
ま
せ
ん
か

募　集

問
1
こ
ど
も
福
祉
課

　
℡
23
・
７
３
３
１

特
別
支
援
教
育
支
援
員 

業
務
内
容
／
障
が
い
等
が
あ
る
児

童
生
徒
へ
の
特
別
支
援 

勤
務
条
件
／
月
～
金
曜
日
で
１
日

５
時
間（
年
間
２
０
５
日
以
内
）

報
酬
／
時
給
９
５
１
円

対
象
／
職
務
内
容
を
理
解
し
積
極

的
に
取
り
組
む
健
康
で
熱
意

の
あ
る
人
（
保
育
士
や
幼
稚

園
教
諭
経
験
者
等
歓
迎
・ 

看

護
師
資
格
優
遇
）

募
集
予
定
／
25
人
程
度 

申
込
締
切
／
２
月
28
日
金
必
着

問
2
教
育
総
務
課 

指
導
室

　
（
内
線
１
２
６
４
）

学
校
図
書
館
司
書

▼
２
校
兼
務
ま
た
は
１
校
専
任
。

学
校
の
都
合
で
勤
務
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

業
務
内
容
／
司
書
教
諭
の
補
助（
図

書
館
の
設
備・運
営
、読
書
指
導
） 

勤
務
条
件
／
月
～
金
曜
日
で
１
日

４
時
間（
年
間
２
０
５
日
以
内
）

報
酬
／
時
給
１
０
４
７
円 

対
象
／
司
書
資
格
ま
た
は
司
書
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人 

募
集
予
定
／
13
人
程
度 

申
込
締
切
／
２
月
14
日
金
必
着 

学
校
校
務
員

業
務
内
容
／
来
客
対
応
、
事
務
補

助
、環
境
整
備
、
給
食
業
務
等

勤
務
条
件
／
月
～
金
曜
日
で
１
日

５・５
時
間（
年
間
２
０
５
日
以
内
）

報
酬
／
時
給
８
９
７
円

対
象
／
健
康
な
人 

募
集
予
定
／
19
人
程
度 

申
込
締
切
／
２
月
14
日
金
必
着 

問
2
教
育
総
務
課（
内
線
１
２
５
９
）

小
中
学
校
学
校
給
食
受
入
員

業
務
内
容
／
配
送
品
の
搬
入
・
搬

出
、
受
入
室
の
清
掃
な
ど

勤
務
条
件
／
月
～
金
曜
日
で
１
日

４
時
間（
年
間
１
９
５
日
以
内
）

報
酬
／
時
給
８
９
７
円 

資
格
／
健
康
な
人 

募
集
予
定
／
若
干
名 

申
込
締
切
／
２
月
17
日
月

問
石
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

　
℡
22
・
６
２
８
６

市役所で働きませんか？

▶令和２年４月の地方公務員法の改正
に伴い、臨時職員・嘱託職員を会計年
度任用職員として募集します。
希望者は事前登録が必要で、書類選考
の上、面接により採用を決定します。
登録期間内に必ずしも採用されるとは
限りません。

提出書類：市指定の履歴書（６か月以
内に撮影した顔写真） ・障がいのある
人は障害者手帳等の写し 
登録期間：受付日から 1 年間 
時給：一般事務補助員 897 円 ・保育
士クラス担任 1,169 円（その他 1,119 円） 
※履歴書は市ホームページからもダウ
ンロード可。職種により採用時までに
資格証明書等を提出してもらうことが
あります。
問1総務課 ℡ 23‒1111（内線 7247）

登録、随時受け付け中
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た
場
合
、
回
収
重
量
１
㎏
あ

た
り
４
円
の
補
助
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
初
回
は
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。 

提
出
書
類
／ 

取
引
業
者
伝
票
（
原

本
添
付
）・
団
体
の
代
表
者
印
・

団
体
の
金
融
機
関
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
等
） 

※
現
金
払
い
や
個
人
口
座
へ
の
振

込
は
行
い
ま
せ
ん
。
事
前
に
団

体
口
座
を
開
設
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
２
月
28
日
金

※
今
年
度
実
施
し
た
場
合
は
必
ず

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
1
生
活
環
境
課 

　
℡
23
・
７
３
０
１

▼
２
月
１
日
・
２
日
が
休
日
の
た

め
２
月
３
日
か
ら
受
付
開
始

で
す
。

受
付
期
間
／
２
月
３
日
月
～
17
日
月 

対
象
／
市
内
業
者
（
個
人
・
法
人
）

給
食
物
資
／
鶏
肉
・
豚
肉
・
豆
腐
・

野
菜
・
乾
物
・
調
味
料
・
冷

凍
食
品
な
ど

提
出
書
類
／
給
食
物
資
納
入
指
名

参
加
願
・
市
税
完
納
証
明
書

な
ど 

（
法
人
の
場
合
は
法
人
分

の
み
。
証
明
書
申
請
時
は
給
食

物
資
指
名
参
加
願
に
使
用
す
る

旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
）・
食

品
衛
生
監
視
票
の
写
し
（
事
前

に
発
行
元
の
保
健
所
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
）

問
石
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー  

　
℡
22
・
６
２
８
６  

　
八
郷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー  

　
℡
36
・
５
２
５
２

▼
子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
が
廃
品

回
収
を
年
２
回
以
上
実
施
し

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

学
校
給
食
物
資
の

納
入
事
業
者

募　集

県
民
交
通
災
害
共
済

２
月
３
日
月
受
付
開
始

お知らせ

資
源
ご
み
を
回
収
し
た

団
体
に
補
助
金 

募　集

子宮・乳がん検診（個別検診）
今年度まだ受けていない人はお早目に

▶今年度の子
宮がん・乳が
んの医療機関
での検診は 2
月末までです。

受診券の発行期限は 2 月 28 日金
受診方法：①医療機関に検診予約②保健セン
ター窓口で受診券交付申請（自己負担金あり）
③医療機関で受診

問石岡保健センター　℡ 24‒1386
　八郷保健センター　℡ 43‒6655

検診項目と個人負
担金などの情報は
こちらから▶

死亡見舞金 100 万円  
傷害見舞金 ２～ 30 万円 
身障見舞金 50 万円 

年
会
費
／
大
人
９
０
０
円

　
　
　
　
中
学
生
以
下
５
０
０
円 

共
済
期
間
／
４
月
１
日
～
翌
年
３

月
31
日
（
途
中
加
入
は
申
込

翌
日
か
ら
） 

受
付
窓
口
／
石
岡
市
役
所 

ま
ち

づ
く
り
協
働
課
・
八
郷
総
合

支
所 

市
民
窓
口
課
・
恋
瀬
出

張
所
・
園
部
出
張
所

対
象
事
故
／
国
内
道
路
上
を
運
行

中
の
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自

転
車
等
の
事
故

見
舞
金
の
請
求
期
間
／
事
故
発
生

の
翌
日
か
ら
２
年
以
内

※
死
傷
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
警
察

署
発
行
の
交
通
事
故
証
明
書

が
な
い
と
見
舞
金
が
制
限
さ

れ
ま
す
。

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

　
℡
23
・
７
３
０
４

日
時
／
２
月
15
日
土
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
、
農
地

の
有
効
活
用
、
行
政
手
続
き

問
茨
城
県
行
政
書
士
会 

県
南
支
部

（
若
山
）
℡
43
・
０
５
３
６

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会（
要
予
約
）

相　談
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▼
第
13
回
石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ

ン
開
催
に
伴
い
、
以
下
の
区
間

で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

規
制
時
間
／
２
月
16
日
日

午
前
９
時
～
正
午 

規
制
区
間
／
下
青
柳
交
差
点
～
染

谷
地
内
丁
字
路（
広
域
農
道
入
口
）

㉄
♴
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(

内
線
１
２
３
２
）

▼
八
郷
地
区
を
対
象
に
、
食
用
廃

油
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。
職

員
が
ご
自
宅
に
伺
い
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

日
時
／
①
２
月
20
日
㊍
（
柿
岡
・

小
幡
・
葦
穂
・
恋
瀬
地
区
）

②
２
月
21
日
㊎
（
瓦
会
・  

園
部
・

林
・
小
桜
地
区
）

申
込
方
法
／
回
収
日
前
日
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み 

㉄
♴
支
所
総
務
課（
内
線
１
３
３
５)

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

㉄♳石岡市役所本庁舎　♴八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　 ※料金の記載のないものは無料。

石
岡
つ
く
ば
ね

マ
ラ
ソ
ン
交
通
規
制

おしらせ

食
用
廃
油
の
回
収
を

実
施 

おしらせ

商業活性化策について
団体：石岡商工会議所商業部会 
とき：令和元年 12 月２日 
参加者：８名 
参加者から出た意見 
・多くの商店は、住宅兼店舗となっているケー
スが多く貸店舗としては成立しにくい。 
お店を開きたい人に貸し出しやすいように修
繕費等を市から補助してほしい。 
・空き店舗のシャッターに、子ども達に絵を
書いてもらうのはどうか。 
・中心市街地を活性化させるための一案とし
て、自町内に山車小屋等を行政で作り、常時、
山車や山車人形・獅子頭を展示してはどうか。
展示された山車等を巡るツアーなどを計画し
ＰＲすることで、多くの観光客が見込まれる
のではないか。 

＼市長と話そう！／タウンミーティング

シリーズ 54

茨城県
フラワーパーク

マラソンメイン会場
茨城県立石岡特別支援学校
（旧八郷南中学校）

片野交差点

至土浦

常陸風土記の丘

染谷地内丁字路

下青柳交差点

茨城県畜産センター

至柿岡
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１
月
11
日
（
土
）

　

石
岡
の
頼
も
し
い
消
防
力

　
石
岡
小
学
校
の
校
庭
に
集
合
し

た
消
防
本
部
の
面
々
は
、
誰
も
が

一
様
に
緊
張
し
た
表
情
で
出
初
式

の
開
会
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
岡

野
消
防
長
を
は
じ
め
山
本
消
防
団

長
が
所
定
の
位
置
に
着
く
と
、
整

列
し
た
５
０
０
人
を
超
え
る
消
防

職
団
員
の
隊
列
に
張
り
詰
め
た
空

気
が
支
配
し
ま
す
。

　

気
合
の
入
っ
た
号
令
に
続
い

て
、
私
自
身
が
長
い
隊
列
を
点
検

し
て
歩
き
ま
す
。

　

石
岡
の
長
い
歴
史
の
中
で
、

延
焼
１
０
０
軒
を
超
え
る
大
火

は
、
10
件
ほ
ど
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
最
大
の
も
の
は

１
７
０
０
棟
焼
失
し
た
昭
和
４
年

の
石
岡
の
大
火
で
す
が
、
こ
れ
ら

を
契
機
に
行
政
は
消
防
力
向
上
に

力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
台
風
15
号
や
19
号
、
そ

の
後
の
大
雨
の
被
害
が
最
小
限
に

と
ど
ま
っ
た
の
も
、
消
防
職
団
員

の
昼
夜
に
わ
た
る
防
災
活
動
の
お

陰
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
頼
も

し
い
存
在
が
整
然
と
並
び
、
こ
の

１
年
の
活
動
に
向
け
て
総
点
検
す

る
の
が
こ
の
出
初
式
で
、
全
国
的

な
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
会
館
に
て
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
永
年
勤
続
40
年
の
石
田
誠
、

一
毛
芳
昭
両
副
団
長
ら
に
県
知
事

か
ら
、
勤
続
30
年
の
山
本
進
団
長

ら
に
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
功
労
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
１
０
０
人
を
超
え
、

賞
状
を
手
渡
す
た
び
に
、
感
謝
の

念
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
消
防
分
団
の
方
々
は
、
職

業
を
別
に
持
ち
な
が
ら
、
何
事
か
あ

れ
ば
仕
事
を
中
断
し
て
出
動
し
て

お
り
、ま
さ
に
黒
子
的
存
在
で
す
。

　
パ
レ
ー
ド
で
は
、
御
幸
通
り
を

舞
台
に
、
女
性
消
防
団
や
幼
年
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
な
ど
が
鼓
笛
隊
の
マ
ー
チ
と
共

に
行
進
。
さ
ら
に
は
、
21
台
の
消

防
車
両
パ
レ
ー
ド
・
サ
ポ
ー
ト
ワ

ン
ビ
ル
で
の
救
助
実
演
と
盛
り
沢

山
で
す
。
沿
道
に
は
親
子
連
れ
な

ど
多
勢
の
観
客
が
訪
れ
、
そ
の
様

子
を
楽
し
ん
で
見
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
一
年
、
災
害
の
な
い
穏
や
か

な
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。　

　
　
　
　
　
　
　

  

文
・
今
泉
文
彦

市
長
日
記

Vol.51

▲昨年の情景飾りの様子

℡
27
・
５
１
７
１

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～

　
　
午
後
８
時（
木
曜
休
館
）

●
い
し
お
か
雛
巡
り

歴
史
絵
巻
情
景
飾
り

▼
情
報
セ
ン
タ
ー
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
お
雛
様
た
ち
が
繰
り
広

げ
る
圧
巻
の
歴
史
絵
巻
で
す
。

期
間
／
２
月
15
日
土
～

　
　
　
　
　
　
　
３
月
３
日
火

※
情
報
セ
ン
タ
ー
は

２
月
９
日
日
～
３
月
８
日
日

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▼
い
し
お
か
雛
巡
り
に
向
け

て
、
一
緒
に
お
雛
様
を
飾
っ

て
く
れ
る
人
、
ま
た
、
期
間

中
に
ま
ち
に
来
ら
れ
た
お
客

様
の
お
も
て
な
し
、
ご
案
内

を
し
て
く
れ
る
人
。

学
生
・
主
婦
の
皆
さ
ま
大
歓

迎
！
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
雛
巡
り 

ル
ネ
ッ
散
歩

日
時
／
２
月
24
日
月
・
祝

　
午
後
１
時
30
分
～

案
内
人
／
矢
口
輝
行
氏
（
ま
ち

か
ど
歴
史
案
内
人
）

●
第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

サ
ン
ド
市

　
今
月
は
15
日
土
開
催
！

▼
中
心
街
の
店
先
を
お
借
り
し

て
、
趣
味
の
手
作
り
品
、
園

芸
品
や
新
鮮
野
菜
を
販
売
（
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
参
加
者

募
集
中
）。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

●
２
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
と
身
体
の
健
康
相
談

時
間
／
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
１
時

※
血
圧
計
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

　
　
　
今
月
は
５
日
水
開
催
！

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

出
店
自
由
、
参
加
者
募
集
中

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

※
２
月
は
お
休
み
で
す
。

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

※
駐
車
場
は
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い
側
）

臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

【２月の休館日】 3 日月・10 日月・11 日火・17 日月・24 日月・27 日木

紙
に
て
毎
月
連
載
さ
れ
て

い
る
「
時
の
記
憶
」
も
、

今
回
で
シ
リ
ー
ズ
１
６
６
を
迎
え

ま
し
た
。
石
岡
市
と
八
郷
町
の
合

併
後
、
平
成
17
年
11
月
１
日
号
の

『
広
報
い
し
お
か
』
で
ス
タ
ー
ト

し
た
「
時
の
記
憶
」
で
は
、
市
内

の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。

本 時の記憶
シリーズ 166

問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1323）

「時の記憶」の
　　　　    あゆみ

　
限
ら
れ
た
紙
数
の
中
で
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
シ
リ
ー
ズ

２
０
０
を
目
指
し
、
今
後
も
幅
広

い
視
点
で
記
事
掲
載
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
の
掲
載

記
事
（
シ
リ
ー
ズ
１
～
１
０
０
）

を
１
冊
の
本
に
ま
と
め
た
『
い
し

お
か 

時
の
記
憶
』
が
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
石
岡
市
内
の
歴
史
や
文

化
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
手

軽
な
読
み
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
郷
土
を
見
つ

め
直
す
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
歴
史
館
に
て
「
時

の
記
憶
」
の
あ
ゆ
み
を
回
顧
す
る

企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

も
う
す
ぐ
確
定
申
告

▼
確
定
申
告
前
に
、
申
告
書
の
書

き
方
や
疑
問
に
思
っ
て
い
る

こ
と
を
本
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。（
関
連
情
報
９

ペ
ー
ジ
）

新
着
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
情
報
！ 

貸
出
中
の
場
合
は
予
約
が
で
き

ま
す
。是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

Ｃ
Ｄ

・「
瞬
間
的
シ
ッ
ク
ス
セ
ン
ス
」

／
あ
い
み
ょ
ん 

・「NEW
 LOVE

」
／B’z 

・「
パ
プ
リ
カ
」
／
※
シ
ン
グ
ル

Ｃ
Ｄ 

・「
イ
マ
ー
ジ
ュ
19
」 

・「
松
之
丞
講
談　

シ
ブ
ラ
ク
名

演
集
」 

・「
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
」
／
竹
内

ま
り
や 

・「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン　

え
い
ご
で
う
た
お
う
」　
ほ
か

 

Ｄ
Ｖ
Ｄ 

・「
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
ク
」 

・「
シ
ェ
イ
プ
・
オ
ブ
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
」 

・「
バ
ー
ド
マ
ン
／
あ
る
い
は
」 

・「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」 

・「
ア
リ
ー　
ス
タ
ー
誕
生
」　 

・「
万
引
き
家
族
」 

・「
日
日
是
好
日
」 

・「
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
」 

・「
お
し
り
た
ん
て
い
４・５・６
」

・「
ま
く
子
」　　
　
　
　
　
ほ
か

２
月
の
お
は
な
し
会 

◆
こ
ど
も
図
書
館
本
の
森

　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

お
は
な
し
玉
手
箱
：
１
日
土

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い：13
日
木

む
か
し
む
か
し
の
お
は
な
し
会
：

15
日
土

◆
中
央
公
民
館

　
午
後
２
時
30
分
か
ら 

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
：
８
日
土

ふるさと歴史館企画展
広報いしおかの小さな記事ー時の記憶ー
期間：2 月７日金～５月６日水
場所：ふるさと歴史館（総社 1‒2‒10）
開館時間：午前 10 時～午後４時 30 分
※月曜休館（月曜祝日の場合はその翌日）

▲『いしおか 時の記憶』表紙写真

▶モヤモヤっとしたあの子
への気持ち…。これって、
もしかして恋！？ 
小説家やアーティストが大
切にしている「恋の本」を
紹介するブックガイド。 
恋について考えたとき…
きっとあなたの力になって
くれる本が見つかります。 
12 月に中央図書館に来た
作家北村薫先生のおすすめ
の本も紹介されています。 

図書館ＹＡコーナーにあり
ます。ぜひご覧ください。 

バレンタインデーにおすすめの本 

恋って何ですか？―27 人がすすめる恋と愛の本―
河出書房新社／編
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防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

文芸いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
小　
幡　
　
岡
野　
は
つ
子

寒
日
和
イ
ン
ク
の
臭
う
活
字
棚

東
田
中　
　
川
島　
市
郎　

短
日
や
明
日
や
る
こ
と
を
メ
モ
に

す
る

高　
浜　
　
小
池　
さ
き
子

人
の
世
の
災
禍
知
ら
ず
や
浮
寝
鳥

東
大
橋　
　
醍
醐　
正
夫　

猫
の
手
も
借
り
そ
こ
な
っ
て
賀
状

書
く　

北
府
中　
　
野
村　
畝
津
子

霜
枯
れ
の
周
辺
雑
多
老
家
族

や
さ
と
俳
句
会

太　
田　
　
越
智　
旅
舟　

来
る
年
の
日
々
大
切
に
日
記
買
ふ

柿　
岡　
　
野
村　
京
子　

石
蕗
の
花
け
ふ
も
気
力
を
も
ら
ひ

け
り　

下　
林　
　
鈴
木　
邦
翆　

オ
リ
オ
ン
の
天
心
に
あ
り
除
夜
詣

石
岡
短
歌
同
好
会

　
　
　
　
上　
曽　
　
岡
野　
衛　

霜
月
の
山
間
の
田
に
案
山
子
お
り

朝
の
光
に
顔
を
か
く
し
て

　
東
大
橋　
　
森　
美
千
瑠　

め
ぐ
り
来
る
季
は
や
く
し
て
木
々
の

枝
に
下
が
る
烏
瓜
い
よ
い
よ
赤
し

　
　
　

  

南　
台　

   

海
老
澤　
明
子

秀
麗
と
こ
れ
を
ば
言
ふ
か
わ
が
窓
の

筑
波
が
夕
日
と
と
も
に
消
え
ゆ
く

八
郷
短
歌
会

柿　
岡　
　
小
林　
渥
子　

年
末
は
つ
い
動
き
す
ぎ
ブ
レ
ー
キ

の
は
ず
の
齢よ

は
ひ

も
歯
止
め
と
な
ら
ず

月　
岡    　
菱
沼　
む
免
子

霧
晴
れ
て
紅
葉
の
山
々
陽
に
映
ゆ

る
ゆ
り
の
郷
へ
と
妹
と
向
か
う

石
岡
俚
謡
会

東
石
岡　
　
惣
野
代　
英
子

菊
の
香
り
が　
客
足
止
め
て

街
の
広
場
の　
文
化
祭

府　
中　
　
小
川
野　
蛙　

蒸
気
上
が
っ
て　
広
が
る
香
り

母
の
自
慢
の　
栗
お
こ
わ

石　
岡　
　
石
塚　
芳
華　

泥
に
埋
も
れ
た　
家
財
を
前
に

老
い
の
背
中
は　
た
だ
無
言

　
　
　
　
南　
台　
　
香
倶
耶
姫　

伊
香
保
名
物　
温
泉
饅
頭

元
祖
誇
り
の　
湯
気
が
立
つ

国　
府　
　
坂
下　
蜻
蛉　

親
の
木
々
か
ら　
別
れ
た
葉
た
ち

風
に
つ
れ
ら
れ　
旅
に
出
る

鹿
の
子　
　
田
村
こ
ま
く
さ

神
に
願
う
も　
届
か
ず
被
災

避
難
生
活　
無
事
祈
る

東
光
台　
　
福
田　
泰
夫　

ア
メ
ヤ
横
町　
老
若
男
女

札さ
つ

が
飛
び
交
う　
年
の
暮
れ

杉　
並　
　
助
川　
浩
史　

予
防
注
射
を　
早は

や
ば
や々

済
ま
せ

老
い
た
体
も　
冬
仕
度

国　
府　
　
篠
原　
美
千
代

山
の
香
り
を　
お
鍋
に
移
し

囲
炉
裏
か
こ
ん
で　
茸
汁

い
し
お
か
川
柳
会

石　
岡　
　
北
白
川　
令　

持
て
余
す
時
間
た
っ
ぷ
り
大
欠
伸

小　
幡　
　
髙
橋　
房
子　

お
し
ゃ
れ
す
る
老
い
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ

柿　
岡　
　
永
瀬　
敬
子　

日
本
語
で
言
っ
て
く
れ
れ
ば
解
る

の
に

柴　
内　
　
羽
生　
　
俊　

冬
至
風
呂
柚
子
を
浮
か
し
て
ひ
と
り

な
り
明
日
も
入
い
る
や
独
り
言
云
う

私たちは「俳句を楽しく生き甲斐に」を信
念に、趣味の俳句作りに勤しみ、健康で充
実した日々を送れるよう勉強をしていま
す。 定例勉強会
開催日：毎月第 3 日曜日（10 月以外）
時間：午後１時～　場所：府中地区公民館
内容：当季雑詠 3 句提出。俳句歴 60 余年
の小池会長による指導のもと、季節ごとに
その時期に合った俳句を詠みます。 
吟行句会
10 月下旬、美しい自然に触れて、俳句の
目や心、五官を働かせて自分にしか見えな

いものを探し、詩（句）に表現する勉強の
機会である場です。
文化祭参加俳句大会 
毎年 10 月第１日曜日に府中地区公民館に
て開催。大勢のお客様との交流、他人の作
品に触れての感動、そして自分の作品の出
来映えを確認できる楽しい一日です。 あ
なたも五・七・五で松尾芭蕉に近づけます。
毎日が新鮮で輝くこと請け合いです。
会員数：29 名　年会費：2,000 円
問いしおか俳句同好会事務局 一色しのぶ
　℡ 22-4819

  第 17 回
 いしおか俳句同好会 文化協会だより

俳
句

俚
謡
（
都
々
逸
）

川
柳

短
歌

投
稿
作
品
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▶春はもうすぐそこまで。
心躍る季節に真っ赤に色づいた美味しいイ
チゴを味わいながら、新しい出会いのチャ
ンスをつかみませんか？イチゴ狩りを楽し
んだ後は、摘んだイチゴでスイーツを作り
ます♪
日時：3 月 15 日日 午前 10 時～午後 2時
（受付は午前 9時 30 分～）
集合場所：小美玉市役所本庁駐車場
（小美玉市堅倉 835）
※イチゴ狩り・スイーツ作り会場へはバス移動

対象：25 ～ 40 歳の独身男女
※男性は石岡・小美玉市内在住在勤者のみ
定員：各 10 人（定員を超えた場合は抽選）
※最少催行人数（男女とも７人）に満たない
　時は、中止する場合があります。
参加費：男性 2,000 円・女性 1,000 円
※ 3月 10 日火午後４時以降のキャンセルは
　キャンセル料が発生します。
申込方法：2 月 14 日金～ 28 日金午後５時ま
でに入力フォームから申し込み
※参加の可否等は 3月 4日頃に連絡予定

問まちづくり協働課
　℡ 23-7304

▶お天気キャスター歴 20 年を超える気象予
報士・正木明さんを講師に招き、講演会を
行います。講演会では父親の立場から、働
く時間が人とは違う正木家ならではの思い
やりや助け合いなど「正木家のルール」を
紹介します。
日時：2 月 22 日土 午後 1時 30 分～ 3時
（受付は午後 1時～）
会場：ふれあいの里石岡ひまわりの館
（大砂 10527-6）
講師：正木 明 氏（気象予報士・防災士）
講演テーマ：パパはお天気キャスター～子育
て・家事・互いを尊重し支え合う正木家の
ルール～
対象：子育て中の両親やその家族など（託児
あり）
定員：200 人（定員を超えた場合は抽選）

費用：無料
申込方法：2 月 21 日金午後５時までに電話
または、入力フォームから申し込み
※託児を希望する場合は、申し
込みの際に子どもの人数・年齢
を伝えてください。
問政策企画課 ℡ 23-7277

正木 明 氏　プロフィール
現役で活躍しているテレビでの気象予報を中
心に、自然災害発生時には防災士の知識も活 
かして、実生活に役立つ防災情報を伝える。
自治体や企業が主催する防災講演会、パネル
ディスカションなどにも参加。
趣味であるロードバイクや波乗りを楽しむと
ともに、チャリティーイベントやビーチク
リーンなども、積極的に行う。

入力フォーム

入力フォーム

主催：石岡地方結婚相談所運営協議会
後援：いばらき出会いサポートセンター

 婚活支援事業
見つけよう、早春のイチゴ×新しい出会い

 男女共同参画事業講演会
お天気キャスターが語る男性の育児参加
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